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国連WFPの主要実績

82か国で  
8,000万人を対象に 
食糧支援を行いました

※このうち6か国では技術支援等を実施。
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子どもたちは
支援の中心です

支援対象者の64パーセント
を占めています

国連WFPの主要実績
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世界各地で食糧を調達し
支援を必要とする国に輸送するまでの

平均所要日数を
120日から68日に短縮しました

国連WFPの主要実績
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国連WFPの主要実績

4,200万人以上に
緊急支援を行いました
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緊急支援緊急支援
2014年、国連WFPはレベル３の緊急支援活動6件に並行して取り組みました。
レベル3とは、国連WFPが定める緊急事態の最高段階です。国連WFPは、
レベル3と判断した事態には、国事務所や地域事務所を中心としつつ、全組織を挙げて対応します。

レベル3の
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緊急支援緊急支援
中央アフリカ共和国

法と秩序の崩壊により住む家を追われた100万人以上に支援を届けました。

イラク
2014年夏に全土に広がった紛争により、大勢の国内避難民が発生し、大規模な人道支援が必要になりました。

国連WFPは約220万人に食糧支援を行いました。

フィリピン
2013年末に猛烈な台風30号に襲われ、物流網が破壊されたフィリピンでは、人員や資材を大量に投入し、

100万人以上に食糧および現金での支援を行いました。

南スーダン
世界で最も新しい国、南スーダンでは、国連WFPが紛争以前より200万人以上に食糧支援を行っていましたが、

紛争によってさらに多くの人々が食糧難に陥りました。

シリア 
2014年に国連WFPが行った緊急支援のうち、最大かつ最も複雑だったのは、シリアでの戦火を逃れて国内外で避難生活を送る人々への支援でした。

国連WFPはシリア国内で490万人に食糧を提供し、近隣国に逃れた200万人以上のシリア難民にも支援を行いました。

西アフリカ
2014年、エボラ出血熱の過去最大の流行により、ギニア、リベリア、シエラレオネといった西アフリカの国々が影響を受けました。

国連WFPは200万人以上に食糧支援を実施。また、エボラ出血熱対策に取り組むさまざまな人道支援組織に物流・人員輸送サービスを提供したほか、
前述の3か国に治療施設を建設しました。

レベル3の
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国連WFPの支援対象者

6,680万人6,680万人

女性と子どもたち 難民

国内避難民

1,480万人1,480万人

670万人670万人

80万人80万人
帰還民

うち 男の子 2,530万人 
　　 女の子 2,570万人
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エチオピア   530万人
シリア   490万人
イエメン   440万人

  
スーダン   430万人
パキスタン   340万人

アフガニスタン   330万人
フィリピン   320万人
マラウイ   280万人

南スーダン   260万人
ケニア   250万人
イラク   230万人
マリ   190万人

パレスチナ   190万人
  

北朝鮮   180万人
ニジェール   180万人
ジンバブエ   170万人

バングラデシュ   160万人
中央アフリカ共和国   160万人

ホンジュラス   160万人
ヨルダン   150万人
ソマリア   150万人

コンゴ民主共和国   140万人
チャド   130万人
ハイチ   120万人

  
シエラレオネ   120万人
ミャンマー    110万人
レバノン 100万人
セネガル 100万人

ブルンジ   90万人
ザンビア   90万人

  
ウガンダ   80万人

カンボジア   70万人
エジプト   70万人
ギニア   70万人
リベリア   70万人

タンザニア   70万人
ブルキナファソ   60万人
コートジボワール  60万人
マダガスカル   60万人
コロンビア   50万人
モーリタニア   50万人
ネパール   50万人
カメルーン   40万人
グアテマラ   40万人
モザンビーク   40万人
ニカラグア   40万人
スリランカ   40万人
タジキスタン   40万人

ガーナ   30万人
ラオス   30万人
レソト   30万人

ボリビア   20万人
コンゴ共和国   20万人

キューバ   20万人
ガンビア   20万人

ギニアビサウ   20万人

スワジランド   20万人
トルコ   20万人

アルジェリア   10万人
アルメニア   10万人
ベナン   10万人
ブータン   10万人

ボスニア・ヘルツェゴビナ   10万人
ジブチ   10万人

エクアドル   10万人
エルサルバドル   10万人
インドネシア   10万人

イラン   10万人
キルギス   10万人
リビア   10万人

パラグアイ   10万人
 

ルワンダ   10万人
サントメ・プリンシペ   10万人

セルビア   10万人
東ティモール   10万人
ウクライナ   10万人

カーボヴェルデ
インド

モロッコ
ペルー
トーゴ

チュニジア

2014年　国連WFPの支援対象者（国別）

数字で見る国連WFP 2014
※このうち6か国（カーボヴェルデ、インド、モロッコ、ペルー、トーゴ、チュニジア）では技術支援等を実施につき、支援対象者数の記載なし。



栄養不良の子どもたち

730万人に特別な栄養支援

栄養支援
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300万人
妊婦および授乳中の母親

300万人に栄養支援

29か国 3万1,700か所

栄養支援

80万人
HIV／エイズの影響を受けた人々

80万人を支援

結核とHIV／エイズの予防活動を

29か国で支援

保健センターや医療施設

3万1,700か所を支援
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320万トン320万トン
の食糧を提供

食糧支援量
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220万トン220万トン
の食糧を92か国で調達 開発途上国で調達した

食糧の割合
の食糧を92か国で調達

81％81％
開発途上国で調達した

食糧の割合

食糧支援量
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53億8,000万米ドル53億8,000万米ドル
国連WFPが各国政府や民間から受け取った資金は、
2013年よりも27％増加し、過去最高を記録しました。
2014年、国連WFPは極めて多くの大規模緊急事態に
対応したため、活動資金も多額となりました。

活動資金

数字で見る国連WFP 2014



※民間寄付には広告スペースなどの物品・サービスによる現物支援は含まれていません。

4,362
10
102
112,791
1,183
200
3,858
25,545
175
4,435
139
1,941
1,227
350,066
12,000
20
11,065
3,805
484
11
151
604
68,450
248
390
66
189
47,745
371,807
33
34,880
22,990
3,027

2,915
301,194
38
4,843
14 ,634
257
37
8,348
41
399
1,039
21,337
20
31,639
156,548
47
37,475
8,029
5,600
334
27
12,136
3,000
6,388
1,000
100
271
88,009
5,898
15
72,165
2,000
500

69,553
578
263
10
110,306
2,380
4,179
30,811
1,778
66,477
269,909
9,553
15
41
5,000
10,294
2,404
220
93,481
85,825
20
179
129
180
100
137,314
29,760
408,835
112,237
5
2,252,677
5
2,723

アフリカ開発銀行
アンドラ

アルメニア
オーストラリア
オーストリア

アゼルバイジャン
バングラデシュ

ベルギー
ボリビア
ブラジル
ブルガリア
ブルンジ
カンボジア
カナダ

中央アフリカ共和国
チリ
中国

コロンビア
キューバ
キプロス
チェコ

コンゴ民主共和国
デンマーク
エクアドル
エジプト

赤道ギニア
エストニア
エチオピア
欧州委員会
フェロー諸島
フィンランド
フランス
ガンビア

西岸地区・ガザ地区
ドイツ
ギリシャ

グアテマラ
ギニア
ハイチ

ローマ教皇庁
ホンジュラス
ハンガリー
アイスランド

インド
アイルランド
イスラエル
イタリア
日本

ヨルダン
クウェート
レソト

リベリア
リヒテンシュタイン

リトアニア
ルクセンブルク
マダガスカル

マラウイ
マレーシア
メキシコ
モナコ
オランダ

ニュージーランド
ニカラグア
ノルウェー
オマーン

OPEC国際開発基金

パキスタン
パナマ
ペルー

ポルトガル
民間寄付*
カタール

コンゴ共和国
韓国

ザンビア 
ロシア

サウジアラビア
シエラレオネ
スロバキア
スロベニア
南スーダン
スペイン
スリランカ
スーダン

スウェーデン
スイス
シリア

タンザニア
タイ

東ティモール
トルコ

UN CERF（国連中央緊急対応基金）
アラブ首長国連邦

イギリス
その他の国連基金／機関

ウルグアイ
アメリカ合衆国
ベネズエラ
世界銀行

2014年の資金拠出国および機関と拠出額（単位：千米ドル）

活動資金
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プロジェクト

39

33

41

57

27

5

39
緊急支援

33
国別プログラム

41
輸送・通信支援

57
長期救援復興支援

27
開発支援

5
緊急対応準備

202
プロジェクト
総数
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アフガニスタン

アルジェリア

アルメニア

バングラデシュ

ベナン

ブータン

ボリビア

ボスニア・ヘルツェゴビナ

ブルキナファソ

ブルンジ

中東・北アフリカ・中央アジア・東欧地域局

カンボジア

カメルーン

カーボヴェルデ

中央アフリカ共和国 

チャド

コロンビア

コンゴ共和国

コートジボワール

キューバ

西アフリカ地域局

コンゴ民主共和国

ジブチ

北朝鮮

エクアドル

エジプト

エチオピア

ガンビア

ガーナ

グアテマラ

ギニア

ギニアビサウ

ハイチ

ホンジュラス

インド

インドネシア

イラン

イラク

イタリア

ヨルダン

ケニア

プロジェクト 長期救援復興支援 輸送・通信支援 開発支援 緊急対応準備緊急支援
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キルギス

ラオス

レソト

リベリア

マダガスカル

マラウイ

マリ

モーリタニア

モロッコ

モザンビーク

ミャンマー

東・中央アフリカ地域局

ネパール

ニカラグア

ニジェール

パキスタン

パレスチナ

パナマ

中南米地域局

パラグアイ

フィリピン

ルワンダ

サントメ・プリンシペ

セネガル

セルビア

シエラレオネ

ソマリア

南スーダン

スリランカ

スーダン

スワジランド

シリア

タジキスタン

タンザニア

東ティモール

トーゴ

チュニジア

ウガンダ

ウクライナ

イエメン

ザンビア

ジンバブエ

プロジェクトプロジェクト 長期救援復興支援 輸送・通信支援 開発支援 緊急対応準備緊急支援
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1,820万人1,820万人
学校給食または自宅持ち帰り用の
食糧支援を受けた児童

学校給食

（※共同基金プロジェクトによる120万人を含みます）
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75,500校75,500校
国連WFPの支援を
受けた学校

49%49%
国連WFPの学校給食支援を受けた
児童全体における女子生徒の割合

学校給食
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1,270万人1,270万人
地域の生活基盤の整備事業に参加した
対価として国連WFPの食糧支援を受けた人

地域の生活基盤の整備支援
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地域の生活基盤の整備支援

32万8,800
ヘクタール 1万4,130km 6万3,000人32万8,800
ヘクタール

の土地を保全または改良 の道路と123本の橋を
建設または補修

の公務員に研修を実施の土地を保全または改良

1万4,130km
の道路と123本の橋を
建設または補修

6万3,000人
の公務員に研修を実施
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現金と食糧引換券による支援

890万人890万人
53か国、69のプロジェクトで
現金または食糧引換券の支給を受けた人数
（2013年と比べて13％増加）
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8億4,300万
米ドル

8億4,300万
米ドル ＞90％＞90％

現金および食糧引換券の支給額
2013年は5億600万米ドル

現金および食糧引換券の
支給の90％以上は

人々の命と生活を守る目的で
緊急支援の一環として配布

現金と食糧引換券による支援
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1億4,800万米ドル1億4,800万米ドル
「前進のための食糧購入」の成果として
農家が得た収入額
（※「前進のための食糧購入」とは、国連WFPが途上国の小規模農家から余っている作物を適正な価格で買い取り、
それを支援食糧に用いるという農家支援プロジェクト）

前進のための食糧購入
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前進のための食糧購入

37万トン37万トン
「前進のための食糧購入」を通じて

国連WFPが購入した食糧
「前進のための食糧購入」を通じて

国連WFPが購入した食糧
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国連ならびに国際機関とのパートナーシップ

国連WFPのパートナーシップの目的は、
食糧支援、栄養支援、セーフティネット構築を通じて飢餓を削減し、
また、最も弱い立場に置かれた人々に対して、長期にわたり持続可能な農業開発および
農村変革のための支援を行い、飢餓や貧困の根本的原因を解決することです。

国際連合食糧農業機関（FAO）

国際農業開発基金（IFAD）

国際労働機関（ILO）

国際赤十字・赤新月運動 
　赤十字国際委員会（ICRC）
　国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）
　各国赤十字・赤新月社

国際移住機関（IOM）

国連合同エイズ計画（UNAIDS）

国連開発計画（UNDP）

国連環境計画（UNEP）

国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）

国際連合人口基金（UNFPA）

国際連合人間居住計画（ハビタット）

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）

国連児童基金（UNICEF）

ジェンダー平等と女性のエンパワーメントの
ための国連機関（UN-Women）

世界保健機関（WHO）

世界銀行（World Bank）
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国連ならびに国際機関とのパートナーシップ

1,1221,122 1億1,030万
米ドル

1億1,030万
米ドル

連携するNGOの数 企業、財団、個人からの
現金および現物寄付の総額
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職員数11,367人職員数11,367人
93％が現場での業務に従事

職員
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職員

11,367人 41% 87%11,367人
1年以上の雇用契約を
結んでいる職員数

国際職員と専門職員のうち
女性の割合

現地採用職員
の割合

1年以上の雇用契約を
結んでいる職員数

41%
国際職員と専門職員のうち

女性の割合

87%
現地採用職員
の割合
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@WFP.JP @WFP_JP

国連WFPは、飢餓のない世界を目指して活動する人道支援機関です。
2014年には、82か国で8,000万人に食糧支援を届けました。

私たちの活動についてより詳しく知りたい方はwww.wfp.org/jpへどうぞ。

2015年、国連WFPは

76か国、7,800万人
に対する

食糧支援
を計画しています

2015年、国連WFPは

76か国、7,800万人
に対する

食糧支援
を計画しています

本資料の表記および表示は、いかなる国、領土、海域および境界線の法的あるいは憲法上の立場についても、国連WFPの見解を示すものではありません。
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ja.wfp.org
https://www.facebook.com/WFP.JP
https://twitter.com/WFP_JP



